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｢斗位のい くつ分｣で考えるよさを
実感するための指導方法の工夫
第 4学年 ｢小数 のO.lナ井Jの梢珠をilして
片山 叫夫
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研究の慨雷
｢単位とそのいくつ分｣の考えは,什井や測定をする襟の基本的な考えであるが.未習の打井
や測定の仕方を考えていく隙になかなか活用されない現状がある｡これは.子ども自身が｢単
位のいくつ分｣で考えるよさが実感できていないことにほかならないd
そこで,本研究では.第4学年 ｢小数のかけ井｣の弟l時 (小数の打井の仕方)に焦点を
当て.子どもが ｢単位のいくつ分｣で考えるよさを実感するには.どのような指斗方法が有
効かを授業実践を通して明らかにしていく｡
1 研究の目的
子どもは,既に3年生の ｢小数｣の加減汁井
(0.5十0.3,0.9-0.6など)の仕方を考える牌に
単位小数のいくつ分で考える考えを使って解決
してきている｡ しかし,4年の小数のかけ算
(例えば,0.2×4など)の打井の仕方を考え
る鞍には. ｢2×4は8で 0`.'をつけて0.8｣
と考える子どもが多い｡こうした子どいま.最
数に帰着 して考えようとすることはできている
が.｢なぜ0を取ったりつけたりしてよいのか.｣
とたずねるとその理由はうまく税明できないC
つまり.打井の意味が十分理解できていfi-いま
ま形式的に計井の仕方を失えてしまっているの
であるOこれは,0.1を小数のBi位としてとらえ
られていないことと.単位のいくつ分で考える
考えがまだまだ定*過程にあり.そのよさが十
分実感できていないことに原因があると考えら
れる｡
そこで.本研究では,第4学年｢小払のかけ算｣
の第 1時 (小数の村井の仕方)に焦点を当て,
子とt)が小数の意味 (しくみ)を塙用して卑
小敗で考えるよさを実感 していくための指斗方
法を明らかにしていきたい｡
2 研究の内専
(い 草管過程の工夫
｢単位のいくつ分｣で考えるよさを実感する
ための ｢小軟のかけ井｣の弟1時 (小数のかけ
算の仕方を考える)の学習過程を次のように考
える｡
① 小数の意味 (しくみ)を信用して単位小
数の考えを とらえて 自力解決する｡
② 解決方法を指し合い,単位小数のいくつ
分で考える よさに丸づく ｡
③ 単位小数の考えを信用して別の小数のか
け井の打井の仕方を税明し.その よさを実
感する ｡
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以上の｢とらえる｣-｢丸づく｣-｢実感する｣とい
う学習過糧を大切に考え.学習活動を展粥する｡
(2) 指導力法の工夫
0.1.0.01.などの単位Jト敗を基にして小数の
かけ井の仕方を考え.そのよさを実感していく
ためのは斗方法を次の3つの視点から見直●し,
指ヰ方法を工夫する｡
PI姐の歎価の吟味
☆ ｢ O`.■をとって打井 して. "0.-をつけ
て答えは○○｣と安易に考えることをさける
/こめに小数のかけ井の仕方を考える数値は,
領が 1を越えるように被乗数を0.3.乗数を4
にする｡
自力解決の肘の娘作溝助の工夫
☆ ｢0.4は.0.1の4つ分｣などというJト敗の
意味 (しくみ)をとらえ,それを活用して小
数のかけ井の仕方を考えやすいように敗直腺
を使って考える情動にする｡
転し合い活肋の工夫
☆ 単位小数のいくつ分の考えは.佃単で,ど
んな小数のかけ井でも使える考えであること
に気づきやすいように多様な解決方法は一つ
一つ順に取り上げて脱明させるようにし.友
達の考えを自分の考えと比べながら話し合わ
せるようにする｡ (子どもから多様な考えが
でない蟻合には教師の方から回りくどい考え
やその間朋でしか使えないような考えを取り
上げるようにする｡)
☆ 単位小数で考えるよさに全員が気づいたと
ころで.そのよさが実感できるように
0,7×4,0.04×6,0,05×8などの計井の
仕方を税明させるようにする｡
3 捜JLのJt胃
(11単元目檀
･ 小数の意味 (しくみ)や単位小故で考え
るよさを実感 し,その考えを並んで活用し
て. (小数)× (集散)の計算をすること
ができる｡
･(小数)× (鐘数)の打算の仕方を単位Jト
軌の考えを使 って税明することができる｡
I(小数)× (轟数)の輩井ができる.
I(小数)× (整数)の意味を知り.その輩
井の仕方が分かる｡
L2日旨g計画
第 1時 単元の課過をつかみ.
(純小数)× (1位敷)の計井の
仕方を考えるC (本時)
第2時 (小数)× (1位敷)の筆算をす
る｡
第3時 (1/1000の位までの小数)×(1
位敗)の輩井をする｡
第4時 (小数)×(2位牧)の筆算をす
る｡
(8)本吋 (第 1時)目dt
･数直線を使って小数のかけ井の意味を知
り.(整数)× (整数)の計井の仕方は分か
るが(小数)×(整数)の計井の仕方は分か
らないことをとらえ. ｢小数に整数をかけ
る折井の仕方を考えていこうO｣という｢小
数のかけ井｣の単元の課也をつかむことが
できる｡
･ 0.3×4の81井の仕方を.数直線を使っ
て考え/こり指し合ったりする中で.0.1の
いくつ分で考えれば.どんな(小数)×(軽歎)
の計井も整数のかけ井で求められることに
気づき,その考えを使って(小数)×(巷敷)
の計井の仕方を脱明することができる｡
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L4)汝集の具体
①単元の抹Jと本時の昧租をつかむ｡
ジュースを買いに行きました｡
同L:ジュースを4本Eうと何REうことに
なるでしょう｡
ジュース1本のかさが分からないと間朋が解
けないことに丸づいてきたところで,ジュース
1本のかさを2A,3A,0,39.0.2日 と提示し
ていくようにした｡
2Aのときは.2×4-8,32のときは,
3×4-12.と式も分かるし計井も九九を使 っ
て求めることができるが,0.3×4や0.24×4
のような(小牧)×く整数)の式は初めてだし,汁
算の仕方も分からないことをとらえて｢(小数)
× (整数)の計井の仕方を考えていこう｣とい
う ｢小数のかけ井｣の抹北をつかんでいった｡
単元の妹蛸をつかんだ子どもは,被乗数が小
数になってもかけ井の式に鼓せることを下のよ
うな線分図を使ってはっきりさせ,｢0.3×4の
計井の仕方を考えよう｡｣と本時の練馬を決め
ていったo
O.32 0.3A0.3A 0.31
L/ ~､､レ ｣ /- ｣/一 J
O.31の4つ舟だから0.3×4と如る
②0.3×4の計井の仕方を考える｡
PT児の致価の吟味
☆ ｢r0.-とって計井して, -0/ をつけ
て答えは○○｣と安易に考えることをさけ
るために,小数のかけ井の仕方を考える敷
価は,租が 1を越えるように被果敢を0.3,
乗数を4にする｡
自力解決の軒のiA作活thの工夫
☆ ｢0.4は,0.1の4つ分｣などという小数
の意味 (しくみ)をとらえ.それを活用 し
て小数のかけ井の仕方を考えやすいように数
直線を使 って考える活動にする｡
軌直線を使って考え始めた子どもは,A児.
8児に代表されるように次の3つの方法で自
力解決 していったC
(A児の解決方法)
〔ア〕
13･3.1OE･3】↓0.I3訂 †3.｣
0.3が4つあることから
0.3十0.3+0.3+0.3-1.2
〔イ〕
Lo.･3.Jio.i J:0.･110.･ミ｣
0.3は0,1が3つ.0.3×4は
0.1が (3×4)12こ
だから 0.3×4-1.2
(B児の解決方法)
〔ウ)
L.3d,し .3‰3d.AJ,,3d.AJ
O.32は3dAだから
3×4-12.12dAは1.22
③0.3×4の計井の仕方を話し合う｡
指し合い活動の工夫
☆ 単位小数のいくつ分の考えは,佃単で,
どんな小数のかけ井でも使える考えである
ことに丸づきやすいように多様な解決方法
は一つ一つ順に取り上げて税明させるよう
にし.友達の考えを自分の考えと比べなが
ら指し合わせるようにする｡
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解決方法は 〔ア),(ウ).〔イ)のJtRに一つ
一つと取り上げ,次のように脱明させていった｡
〔解決方法アから取り上げる]
C:(数直線を使 って)0.3が4つあるので
0.3を4回たして0.3+0.3+0.3+0.3-i.2
としましたo
C:そのままでは折井できないけれど小数
のたし賞を使って考えれば打算できますQ
c;小数のたし井を使った考えですQ
C:×4のときは,たし井でもできるけれ
ど,×20や×川0になったら面倒だと思
います｡
C:たし井を使う方法は,分かりやすい考
えだけど.かける数が大きくなると佃単
にできないのでいっでも使える方法では
ないと思います｡
こうして子どもは,解決方法アは.既習の小
数のたし井を使ったという点では.｢分かりや
すい｣考えといえるが,かける軌が大きくなる
と針弁が ｢面倒｣fiということから｢いつでも
偲えない｣考えであることを拝し合っていったo
T:それでは,別の方法を見つけた人 ?
[解決方法クを取り上げる]
C:(数直線を使って)0.32を3dAと考え
て 3×4-12 12dCは1.22としましたo
C:整数のかけ井で計井できるので竹串に
できます｡
C:でも,0.032のように敗が小さくなっ
たらdBに直せなくなるからこの方法も
いっでb使える方法ではないと思いますo
解決方法クについては.小数を整数に直すと
いう点では,｢柵串｣で ｢分かりやすい｣考え
であるが,数が小さくなると小数を整数に直せ
なくなるので ｢いっでも使えない｣考えである
ことに気づいていった｡
T:それでは.まだほかに方法がありますか
[解決方法イを取り上げる〕
C:(数直線を使って)0.3は0.1の3つ分だ
から0.3×4は.0.1が (3×4)12こにな
ります｡0.1が12あるから0.3×4-1.2と
filりますo
T:3×4で何を求めているのですか?
C:0.1が何こあるかを求めています｡
C:0.1のいくつ分で考えていますo
CI.0.1のいくつ分で考えると整数と同じよ
うに九九を使って打算できるので佃単で
す｡
T :0.03×4や0.003×4になったらできfil
いん じゃないですか ?
C:0.03のときは,0.01のいくつ分で考えれ
ばいいし,0.003のときは.0.001のいくつ
分で考えれば3×4が使えると思いなす｡
Cこ0.1や0.01のいくつ分で考える方法は,
九九を使って求められるのでPl卓だし,ど
んな小数のかけ井にも使える考えだと思
います｡ (全員井成)
T:それでは,ア.ィ,クの3つの方法を
比べて気が付くことがありますか｡
C:どの考えも分かりやすいけれど.0,1
や0.01のいくつ分で考える方法は,いつ
でも使える考えだからいいと思います｡
C;小数のかけ井の仕方は.0.1や0.01のい
くつ分で考えていくのかいいと思います｡
こうして子どもは.小数のかけ井の仕方は,
0.1や0.01のいくつ分で考えればどんな小数の
かけ井でt)既習の九九を使って佃単に求めら
れることに気づいていった｡
指し合い活動の工夫
☆ 単位小数で考えるよさに全員が気づい
たところで.そのよさが実感できるよう
に0.7×4,0.04×6.0.05×8/よとの計
*の仕方をは明させるようにする｡
単位小数で考えるよさに気づいた子どもは
0.7×4,0.04×6,0.05×8の計算の仕方を
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｢仰単だ｣,｢すぐできるよ｣と言いfLからノ
ー トに●いて次のように旭明していった｡
〔0.7×4の脱明〕
0.7は.0.1が7こ
0.7×4は.0.1か (7×4)こ
だから 0.7×4=≡2.8
(0.04×6の脱明〕
0.04は.0.01か4こ
0.04×8は.0.01が (4×6)こ
0,04×6と0.24
川.05×8の脱明〕
0.05は.0.Olが5こ
0.05×8は.0.01が (5×8)こ
0.05x8-0.40
｢0.40は.0.4とした方がいい｡｣と付け
たしがあった｡
こうして子どもは,換り返し小数のかけ賞の
仕方を悦明していさ,練習同地を赦rDlした後で.
｢小敗のかけ算の仕方は.0.1や0.01のいくつ
分で考えれば垂軌のかけ賞と同じように計算で
きるのでどんな小数でも佃単に求められる｡｣
などとまとめていった｡
4 研究のまとめ
小払のかけ算の仕方を考える計算式の放価
を0.3×4とすることにより.0を取ったりつ
けたりして計算方法を岨明しようとする子と
もはいなかった｡ただ,0.1の12こ分を1,2と
みる相対的な見方が不十分な政人の子どもに
は.佃別指導が必要である｡また.敢正姓を
使って考えさせることにより.硯寛的に小軌
の意味 (しくみ)をとらえやすく.単位小散
の考えに丸づさやすかった｡拝し合いで,一
つ一つの考えを順に取り上げて分かるまで指
し合わせることは,それぞれの考えのよさに
丸づかせたり,よりよい考えに丸づかせるこ
とに有効であった｡さらに.よりよい考えを
一人一人か使って別の問租を脱明したり,答
えを求めたりすることで,その考えのよさ味わ
わせることができたと3fえている｡それは.小
牧のわり算の仕方を考える牌に,進んでその考
えを活用していた姿から伺われた｡
各単元における算軟のよさを見樋め.
｢っかt;｣- ｢丸づく｣I-｢実感する｣といっ
た学習過程を大切にして今後 も研究を進めてさ
たいと考えている｡
(平成11年5月6日受柁)
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